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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】前面パネルがケーシングの前面から離れるよう
に移動する場合に前面パネルの中央部が撓む室内機を提
供する。
【解決手段】室内機１は、ケーシングと、ケーシングの
前方に配置される前面パネル７と、前面パネル７をケー
シングの前面から離れるように移動させる駆動機構とを
備える。前面パネル７は、その中央部が前方に膨出する
ように湾曲している。駆動機構は、前面パネル７を略水
平方向に移動させる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシングと、
　前記ケーシングの前方に配置される前面パネルと、
　前記前面パネルを前記ケーシングの前面から離れるように移動させる駆動機構とを備え
、
　前記前面パネルは、その中央部が前方に膨出するように湾曲しており、
　前記駆動機構は、前記前面パネルを略水平方向に移動させることを特徴とする室内機。
【請求項２】
　前記ケーシングは、前記前面パネルの下方に配置された吹出口を有し、
　前記前面パネルの下方において前記吸込口の前方に配置される吹出パネルを備え、
　前記駆動機構は、前記前面パネルが前方に移動した状態において前記前面パネルと前記
ケーシングの間の隙間に前記吹出パネルを移動させることを特徴とする請求項１に記載の
室内機。
【請求項３】
　前記前面パネルは、下端に近づくにつれて背面に近づくように傾斜することを特徴とす
る請求項１または２に記載の室内機。
【請求項４】
　前記ケーシングは、吸込口が配置された天面部を有するとともに、クロスフローファン
を収容しており、
　前記天面部は、その前端の中央部が前方に膨出するように湾曲しており、
　前記吸込口は、前記天面部の前端の中央部に対応した吸込中央部の幅が長手方向両端の
幅より広く構成されることを特徴とする請求項１－３のいずれかに記載の室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば空気調和機の室内機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の室内機には、ケーシングと、ケーシングの前方においてケーシングに対して移動
可能に構成された前面パネルとを備えたものがある。この室内機は、ケーシングの天面部
に配置された吸込口と、ケーシングの内部に配置されたクロスフローファンとを有してい
る。
【０００３】
　また、この室内機では、運転停止時において前面パネルがほぼ鉛直方向に沿うように配
置されるとともに、運転時は前面パネルの上端が下端より前方に移動して大きく傾斜する
ように配置される。
【０００４】
　したがって、運転時には、天面部の吸込口および前面パネルとケーシングとの間の隙間
から吸い込まれた空気がクロスフローファンに供給され、その後、クロスフローファンか
らの空気が吹出口から吹き出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１４９６２０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の室内機では、樹脂製の前面パネルが使用されるのが一般的である。
【０００７】
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　前面パネルの外周部については、前面パネルの裏面に補強リブを設けて強度を増加させ
ることによって撓むのを抑制することができる。一方、前面パネルの中央部については、
前面パネルの裏面に補強リブを設けた場合には、樹脂成形時に前面パネルの表面における
裏面の補強リブに対応した部分が窪むことによって前面パネルの外観が悪くなるので、補
強リブを設けることによって撓むのを抑制することができない。
【０００８】
　このような前面パネルを、運転時に運転停止時より大きく傾斜した状態に配置した場合
には、前面パネルの中央部に作用する下方向の力が運転停止時より増加して、運転時にお
いて前面パネルの中央部が撓むという問題がある。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、前面パネルがケーシングの前面から離れるように移動する場
合に前面パネルの中央部が撓むのを抑制できる室内機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１の発明にかかる室内機は、ケーシングと、前記ケーシングの前方に配置される前面
パネルと、前記前面パネルを前記ケーシングの前面から離れるように移動させる駆動機構
とを備え、前記前面パネルは、その中央部が前方に膨出するように湾曲しており、前記駆
動機構は、前記前面パネルを略水平方向に移動させることを特徴とする。
【００１１】
　この室内機では、前面パネルが略水平方向に移動するだけで前面パネルの傾斜が大きく
なるように移動しないので、前面パネルがケーシングの前面から離れるように移動した場
合でも、前面パネルの中央部に作用する下方向の力が増加しないので、前面パネルの中央
部が撓むのを抑制できる。
【００１２】
　第２の発明にかかる室内機では、第１の発明にかかる室内機において、前記ケーシング
は、前記前面パネルの下方に配置された吹出口を有し、前記前面パネルの下方において前
記吸込口の前方に配置される吹出パネルを備え、前記駆動機構は、前記前面パネルが前方
に移動した状態において前記前面パネルと前記ケーシングの間の隙間に前記吹出パネルを
移動させることを特徴とする。
【００１３】
　この室内機では、前面パネルが前方に移動した状態において、吹出パネルが前面パネル
とケーシングとの間の隙間に移動するので、前面パネルの下端部とケーシングとの間の隙
間を塞ぐことができる。したがって、吹出口から吹き出された空気が前面パネルとケーシ
ングとの間の隙間から吸い込まれるのを抑制できる。
【００１４】
　第３の発明にかかる室内機では、第１または第２の発明にかかる室内機において、前記
前面パネルは、下端に近づくにつれて背面に近づくように傾斜することを特徴とする。
【００１５】
　この室内機では、前面パネルが下端に近づくにつれて背面に近づくように傾斜するので
、室内機の下面部の奥行長さが室内機の天面部の奥行長さより短いので、ユーザが室内機
を下方から見たときに薄型のイメージを与えることができる。
【００１６】
　第４の発明にかかる室内機では、第１－第３のいずれかの発明にかかる室内機において
、前記ケーシングは、吸込口が配置された天面部を有するとともに、クロスフローファン
を収容しており、前記天面部は、その前端の中央部が前方に膨出するように湾曲しており
、前記吸込口は、前記天面部の前端の中央部に対応した吸込中央部の幅が長手方向両端の
幅より広く構成されることを特徴とする。
【００１７】
　この室内機では、吸込口の吸込中央部の幅がその長手方向両端の幅より広く構成されて
いるので、クロスフローファンの中央部近傍における風量を増加させることができる。
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【発明の効果】
【００１８】
　以上の説明に述べたように、本発明によれば、以下の効果が得られる。
【００１９】
　第１の発明では、前面パネルが略水平方向に移動するだけで前面パネルの傾斜が大きく
なるように移動しないので、前面パネルがケーシングの前面から離れるように移動した場
合でも、前面パネルの中央部に作用する下方向の力が増加しないので、前面パネルの中央
部が撓むのを抑制できる。
【００２０】
　第２の発明では、前面パネルが前方に移動した状態において、吹出パネルが前面パネル
とケーシングとの間の隙間に移動するので、前面パネルの下端部とケーシングとの間の隙
間を塞ぐことができる。したがって、吹出口から吹き出された空気が前面パネルとケーシ
ングとの間の隙間から吸い込まれるのを抑制できる。
【００２１】
　第３の発明では、前面パネルが下端に近づくにつれて背面に近づくように傾斜するので
、室内機の下面部の奥行長さが室内機の天面部の奥行長さより短いので、ユーザが室内機
を下方から見たときに薄型のイメージを与えることができる。
【００２２】
　第４の発明では、吸込口の吸込中央部の幅がその長手方向両端の幅より広く構成されて
いるので、クロスフローファンの中央部近傍における風量を増加させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】（ａ）は、本発明の実施形態にかかる室内機の停止時の斜視図であり、（ｂ）は
、室内機の運転時の斜視図であり、（ｃ）は、室内機から前面パネル及び吹出パネルを取
り外したときの斜視図である。
【図２】（ａ）は、室内機の停止時の正面図であり、（ｂ）は、室内機の運転時の正面図
である。
【図３】（ａ）は、室内機の停止時の右側面図であり、（ｂ）は、室内機の運転時の右側
面図である。
【図４】室内機から前面パネル及び吹出パネルを取り外したときの正面図である。
【図５】室内機の縦断面を示す概略図である。
【図６】室内機の制御部を示すブロック図である。
【図７】（ａ）は、室内機の停止時の上面図であり、（ｂ）は、室内機の運転時の上面図
である。
【図８】室内機の停止時の下面図である。
【図９】（ａ）は、天面部を示す概略図であり、（ｂ）は、風向変更板単体の正面図であ
る。
【図１０】天面部、クロスフローファン、風向変更板の位置関係を説明する説明図である
。
【図１１】室内機から前面パネル及び吹出パネルを取り外したときの右側面図である。
【図１２】（ａ）は、図４のＡ部拡大図であり、（ｂ）は、（ａ）からねじを取り外した
ときの図であり、（ｃ）は、図４に示すXII(c)-XII(c)線断面図である。
【図１３】（ａ）は、前面パネル及び吹出パネルの正面図、（ｂ）は、XIII(b)-XIII(b)
線断面図であり、（ｃ）は、XIII(c)-XIII(c)線断面図であり、（ｄ）は、XIII(d)-XIII(
d)線断面図である。
【図１４】図２に示すXIV-XIV線断面図である。
【図１５】図２に示すXV-XV線断面図であって、駆動機構の構成を示す図である。
【図１６】前面パネル及び吹出パネルの移動の様子を説明した図であり、（ａ）は、前面
パネルの移動前の様子を示し、（ｂ）は、前面パネルが移動した後の様子を示し、（ｃ）
は、前面パネル及び吹出パネルが移動した後の様子を示す。
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【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施形態に係る空気調和機の室内機について説明する。　
【００２５】
［空気調和機の全体構成］
　本発明の実施形態にかかる空気調和機は、図１に示す室内機１と、図示しない室外機と
で構成されている。室内機１は、全体として一方向に細長い形状をしており、その長手方
向が水平となるように室内の壁面に据え付けられている。なお、以下の説明において、室
内機１が取り付けられる壁面から突出する方向を「前方」と称し、その反対の方向を「後
方」と称する。また、図１に示す左右方向を単に「左右方向」、図１に示す上下方向を単
に「上下方向」と称する。
【００２６】
［室内機の構成］
　図５に示すように、室内機１は、主として、本体部４、前面パネル７、吹出パネル８、
風向変更板５０などを備えている。
【００２７】
［本体部］
　本体部４は、図４及び図５に示すように、底フレーム４２及び前面グリル６を含むケー
シング５と、ケーシング５の内部に収容された室内熱交換器２０、クロスフローファン２
１（以下、単にファン２１とも称する）、ファンモータ２２（図６参照）、電装品箱４０
を有する。
【００２８】
　室内熱交換器２０及びファン２１は、図５に示すように、底フレーム４２に取り付けら
れている。室内熱交換器２０及びファン２１は、断面視においてファン２１が室内機１の
略中央に配置され、逆Ｖ字型の形状を有する室内熱交換器２０がファン２１の上半分を囲
むように配置されている。
【００２９】
　電装品箱４０は、図４に示すように、室内熱交換器２０及びファン２１の正面視におけ
る右側方に配置されている。電装品箱４０は、内部に制御部６０（図６参照）を収容して
おり、室内機１の冷暖房運転等に必要な各構成部品の制御を行う。この制御部６０は、図
６に示すように、ファン２１を駆動するファンモータ２２、後述する駆動機構９の駆動機
４１を駆動する駆動モータ４３、風向変更板５０を駆動するフラップモータ５１、後述す
る補助風向変更板５２を駆動する補助フラップモータ５３を接続しており、ファン２１、
駆動機４１、風向変更板５０及び補助風向変更板５２の制御を行う。
【００３０】
　底フレーム４２は、樹脂材料で成形されており、ファン２１の下方、後方、側方を覆う
形状を有している。この底フレーム４２は、室内熱交換器２０及びファン２１を固定し且
つ室内機１の背面１ｂを構成する図示しない本体ケーシングと、本体ケーシングの左右両
端に取り付けられ、前面グリル６とともに室内機１の側面を構成する化粧板４７（図３参
照）とを有する。本体ケーシングの背面には、室内機１を室内の壁面に固定するための据
付板が取り付けられている。
【００３１】
　底フレーム４２は、その下部において、前面グリル６とともに吹出口２７を構成する。
この吹出口２７は、ファン２１からの風を室内へと吹き出す開口である。この吹出口２７
は、室内機１の下部近傍であって、室内機１の前面側に設けられている。この吹出口２７
は、図２（ｂ）に示すように、正面視において水平方向に長い形状を有する。
【００３２】
［前面グリル］
　前面グリル６は、前方から底フレーム４２に取り付けられ、本体部４の前方、側方、上
方、下方を覆う。前面グリル６は、樹脂材料で成形されており、背面全体が開口した薄型
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の略直方体形状を有する。この前面グリル６は、図４に示すように、天面部３０と、前面
３１（ケーシングの前面）と、下面３２とを有する。
【００３３】
（天面部）
　天面部３０は、図９（ａ）に示すように、その前端３０Ｆの中央部３０Ｍが前方に膨出
するように湾曲している。詳しくは、天面部３０の前端３０Ｆは、前端３０Ｆの中央部３
０Ｍから両端３０ａ、３０ｂに向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜しているとともに、平面
視において天面部３０の前端３０Ｆに接する接線の向きが連続的に変化するように湾曲し
ている。また、天面部３０の側端３０Ｌ、３０Ｒは、それぞれ両端３０ａ、３０ｂから背
面１ｂに向かうにつれて室内機１の長手方向（左右方向）中心側に傾斜（湾曲）している
。
【００３４】
　この天面部３０の略全面には、室内空気の第１吸込口２３（吸込口）が配置される。こ
の第１吸込口２３の略全面には、図７（ａ）に示すように、長手方向及び前後方向に延び
た複数の桟３０ｃが配置されている。この第１吸込口２３の下方（室内機１の内部側）に
は、長手方向中央部に形成された開口部２４と、開口部２４の長手方向外側に配置された
非開口部２５とを有する。開口部２４においては、桟３０ｃと桟３０ｃとの間が開口して
おり、非開口部２５においては、桟３０ｃと桟３０ｃとの間に桟３０ｃと桟３０ｃとの間
を閉塞する板材３０ｄが配置されている。この板材３０ｄは、天面部３０の外縁より下方
（すなわち、第１吸込口２３より室内機１の内部側）に配置される。したがって、第１吸
込口２３から吸い込まれる室内空気は、直接開口部２４からファン２１側に取り込まれる
場合と、第１吸込口２３から吸い込まれたあとで、いったん非開口部２５の板材３０ｄの
上を水平方向に流れたのち、開口部２４からファン２１側に取り込まれる場合とがある。
【００３５】
　図９（ａ）に示すように、第１吸込口２３は、長手方向について天面部３０の前端３０
Ｆの中央部３０Ｍに対応した吸込中央部２３Ｍの幅Ｗ１が、第１吸込口２３の長手方向両
端の幅、すなわち、本実施形態では、天面部３０の左端３０ａ付近の幅、及び天面部３０
の右端３０ｂ付近の幅よりも広く構成される。本実施形態では、天面部３０の左端３０ａ
付近の幅、及び天面部３０の右端３０ｂ付近の幅は、僅か（略ゼロ）である。この第１吸
込口２３の幅は、吸込中央部２３Ｍにおいて最大である。また、第１吸込口２３の幅は、
吸込中央部２３Ｍから長手方向両端３０ａ、３０ｂに近づくにつれて狭くなる。なお、図
９（ａ）では、発明の理解を容易とするため、長手方向及び前後方向に延びた複数の桟３
０ｃを省略して図示している。
【００３６】
　図９（ａ）に示すように、開口部２４は、その前端２４Ｆが、天面部３０の前端３０Ｆ
に沿っている。そして、開口部２４は、長手方向について天面部３０の前端３０Ｆの中央
部３０Ｍに対応した開口中央部２４Ｍの幅が、開口部２４の両端の幅（開口部の左端２４
Ｌの幅、開口部２４の右端２４Ｒの幅）より広く構成される。なお、図１０に示すように
、天面部３０の下方にある開口部２４の長手方向中央部は、長手方向について天面部３０
の前端３０Ｆの中央部３０Ｍに対応した吸込中央部２３Ｍに対して僅かに左にずれており
、ファン２１の長手方向中央部及び風向変更板５０の長手方向中央部と一致する。また、
開口部２４の両端２４Ｌ、２４Ｒは、ファン２１の両端及び風向変更板５０の両端５０Ｌ
、５０Ｒと略一致する。
【００３７】
（前面）
　前面３１（ケーシングの前面）は、図４に示すように、正面視において左右方向に長い
略長方形の形状を有する。この前面３１は、図１（ｃ）から容易に理解されるように、前
面グリル６の前面３１の長手方向両端近傍（ケーシングの前面の長手方向両端近傍）に配
置される近傍面３３、３３が、長手方向中央部に近づくにつれて奥行寸法が大きくなるよ
うに湾曲している。また、この近傍面３３、３３は、下方に向かうにつれて背面１ｂ側に
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傾斜（湾曲）している。この前面３１は、上記の近傍面３３、３３の他、天面部３０の前
端３０Ｆ、室内空気を取り入れる開口３４、吹出口２７周囲に配置される吹出口周辺部３
５などを含む。
【００３８】
　開口３４は、図４に示すように、前面３１の上下方向中央付近から上部に渡って設けら
れ、室内熱交換器２０の前面側と対向する。この開口３４は、左右方向に長い矩形形状を
有し、図１１に示すように、鉛直方向に延びている。したがって、開口３４は、同一平面
上にある。この開口３４は、開口部２４の前端２４Ｆ側から取り入れられた室内空気や、
後述する第２吸込口２６から取り入れられた室内空気をファン２１側に取り込む。この開
口３４の前方には、開口３４の略全域を覆うフィルタ３６（図５参照）が取り付けられて
いる。このフィルタ３６は、図５に示すように、室内熱交換器２０の前方側から上方側ま
で延在しており、第１吸込口２３及び第２吸込口２６から取り入れられた室内空気中の塵
埃を捕集する。
【００３９】
　吹出口周辺部３５は、図１（ｃ）に示すように、その長手方向中央部が前方に膨出する
ように湾曲している。詳しくは、吹出口周辺部３５の両端から長手方向中央部に近づくに
つれて奥行寸法が大きくなるように湾曲している。
【００４０】
　図１（ａ）などから理解されるように、室内機１の運転停止時には、前面パネル７は、
天面部３０の前端３０Ｆや近傍面３３、３３の一部（上側）と当接又は近接している。し
たがって、前面３１の上側は、前面パネル７によって閉じられた状態となる。また、吹出
パネル８は、吹出口周辺部３５や近傍面３３、３３の一部（下側）と当接又は近接してい
る。したがって、前面３１の下側は、吹出パネル８によって閉じられた状態となる。一方
、室内機１の運転時には、図１（ｂ）に示すように、前面パネル７が略水平方向前方に移
動することで、前面パネル７と天面部３０の前端３０Ｆや近傍面３３、３３との間に隙間
が生じ、室内空気を吸い込む第２吸込口２６が形成される。また、吹出パネル８が前面パ
ネル７と前面グリル６との間に移動することで、吹出口２７が開かれる。
【００４１】
　図４に示すように、前面３１の長手方向両端近傍に配置される近傍面３３、３３の上端
側には、近傍面３３、３３（前面グリル６の前面３１）より背面側に窪んだ２つの凹部９
１、９１が形成されている。この２つの凹部９１、９１は左右対称である。図１２に示す
ように、この凹部９１には、前面グリル６を底フレーム４２に固定するためのねじＳが螺
合されるねじ固定部９２（ねじ孔）が形成されている。また、凹部９１には、ねじ固定部
９２の左右方向外側において近傍面３３、３３（前面グリルの前面）より前方に突出する
突出部９３が配置されている。したがって、この室内機１では、室内機１の側方や斜め前
方からねじＳが見えにくいようにされている。
【００４２】
　前面３１の下方及び下面３２の前方には、底フレーム４２とともに吹出口２７を形成す
るための開口が形成されている。この吹出口２７の前面は、室内機１の運転停止時におい
て吹出パネル８によって閉じられる。また、吹出口２７の下面は、図８に示すように、室
内機１の運転停止時において、底フレーム４２に取り付けられた風向変更板５０によって
閉じられる。
【００４３】
　図２（ｂ）に示すように、吹出口２７には、風向変更板５０と、風向変更板５０の上方
に配置された補助風向変更板５２とが配置される。風向変更板５０および補助風向変更板
５２は、左右方向に長い形状を有する板状の形状を有しており、風向変更板５０および補
助風向変更板５２は、それぞれ異なる水平方向に沿った回転軸の周りを回動可能に構成さ
れる。したがって、風向変更板５０は、補助風向変更板５２とともに、上下方向において
吹出口２７から吹き出される空気の風向を変更する。風向変更板５０には、フラップモー
タ５１が接続されており、補助風向変更板５２には、補助フラップモータ５３が接続され
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ている。風向変更板５０および補助風向変更板５２は、フラップモータ５１及び補助フラ
ップモータ５３の駆動により、それぞれ異なる水平方向に沿った回転軸の周りを回動可能
である。
【００４４】
　風向変更板５０は、図９（ｂ）及び図１０に示すように、その前端５０Ｆの中央付近が
前方に膨出するように湾曲している。詳しくは、風向変更板５０の前端５０Ｆは、天面部
３０の前端３０Ｆの中央部３０Ｍに対応した吹出中央部５０Ｍ（図１（ｃ）、図２（ｂ）
も併せて参照）から両端５０ａ、５０ｂに向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜しているとと
もに、平面視において風向変更板５０の前端５０Ｆに接する接線の向きが連続的に変化す
るように湾曲している。また、風向変更板５０の側端５０Ｌ、５０Ｒは、それぞれ前後方
向に沿って延在している。この風向変更板５０は、天面部３０の前端３０Ｆの中央部３０
Ｍに対応した吹出中央部５０Ｍの幅Ｗ２が、長手方向両端の幅（左端５０Ｌの幅、右端５
０Ｒの幅）より広く構成される。この風向変更板５０の幅は、吹出中央部５０Ｍにおいて
最大である。また、風向変更板５０の幅は、吹出中央部５０Ｍから長手方向両端５０ａ、
５０ｂに近づくにつれて狭くなる。この風向変更板５０は、図８に示すように、室内機１
の運転停止時において、吹出パネル８及び前面グリル６の下面３２により画定される開口
に沿った形状をしている。そして、風向変更板５０は、運転停止指示があった時に、水平
面に平行になるように移動することにより、前面グリル６の下面３２とともに水平面に平
行な室内機１の底面を構成する。なお、図１０に示すように、風向変更板５０の長手方向
中央部は、長手方向について天面部３０の前端３０Ｆの中央部３０Ｍに対応した吹出中央
部５０Ｍに対して僅かに左にずれており、ファン２１の長手方向中央部及び開口部２４の
長手方向中央部と一致する。風向変更板５０の長手方向中央部の幅Ｗ３は、長手方向両端
の幅（左端５０Ｌの幅、右端５０Ｒの幅）より広く構成される。
【００４５】
　一方、補助風向変更板５２は、図２（ｂ）に示すように、その幅が長手方向に一定であ
る。このように、補助風向変更板５２の幅が長手方向に一定であるので、風向変更板５０
および補助風向変更板５２がそれぞれ異なる水平方向に沿った回転軸の周りを回動する際
に、風向変更板５０および補助風向変更板５２が互いに干渉することがないようにされて
いる。
【００４６】
［前面パネル及び吹出パネル］
　前面パネル７及び吹出パネル８は、図１（ａ）に示すように、室内機１の運転停止時に
おいて、前面グリル６の前面３１の略全体を覆う。
【００４７】
　前面パネル７は、樹脂材料で成形されており、前面グリル６の前面３１の上方を覆うよ
うに設けられる。前面パネル７は、後述する開閉機構６１によって前後方向に移動可能に
左右両端近傍を支持されている。この前面パネル７は、前面グリル６の前面３１から離れ
るように移動することによって第２吸込口２６を開き、前面グリル６の前面３１に近接す
るように移動することによって第２吸込口２６を閉じる。
【００４８】
　吹出パネル８は、樹脂材料で成形されており、前面グリル６の前面３１の下方を覆うよ
うに設けられる。吹出パネル８は、後述する開閉機構６１によって上下方向に移動可能に
左右両端近傍を支持されている。この吹出パネル８は、前面パネル７が前方へ移動した状
態において、前面パネル７と前面グリル６の間の隙間に移動（上方に移動）することによ
って吹出口２７を開き、下方に移動することによって吹出口２７を閉じる。
【００４９】
（パネル形状）
　前面パネル７及び吹出パネル８は、３次元形状を有する３次元パネルである。すなわち
、長手方向（左右方向）において湾曲し且つ上下方向において湾曲している。この前面パ
ネル７の厚み及び吹出パネル８の厚みは、長手方向及び上下方向において略一定であり、



(9) JP 2015-102306 A 2015.6.4

10

20

30

40

50

前面パネル７の厚みと吹出パネル８の厚みは略同じである。なお、前面パネル７及び吹出
パネル８には、その裏面の外周略全周に、裏面から後方に突出した補強リブ７ａ、８ａ（
図１３（ｄ）参照）が設けられている。
【００５０】
　前面パネル７は、図１３（ｂ）に示すように、平面視において、その中央部７Ｍが前方
に膨出するように湾曲している。詳しくは、前面パネル７の前面７Ｆ（前面部）は、前面
パネル７の前面７Ｆの中央部７Ｍから長手方向両端に向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜し
ているとともに、平面視において前面パネル７の前面７Ｆに接する接線の向きが連続的に
変化するように湾曲している。すなわち、前面パネル７は、長手方向全域において湾曲し
ている。
【００５１】
　この前面パネル７は、図１３（ｄ）に示すように、前面パネル７の前面７Ｆの上端７Ｆ
ａが最も前方に位置しており、前面パネル７の前面７Ｆ（前面部）は、下端１ａに向かう
につれて背面１ｂ側に傾斜している。また、前面パネル７は上下方向において厚みが一定
であるので、前面パネル７全体も下端１ａに向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜している。
また、この前面パネル７は、前方側が凸となるように、断面視において前面パネル７の前
面７Ｆに接する接線の向きが連続的に変化するように湾曲している。すなわち、前面パネ
ル７は、上下方向全域において湾曲している。
【００５２】
　この前面パネル７のうち前面グリル６の天面部３０の前端３０Ｆに対向する部分は、前
端３０Ｆに沿って湾曲している。また、この前面パネル７のうち前面グリル６の近傍面３
３、３３に対向する部分は、長手方向及び上下方向において近傍面３３、３３に沿って湾
曲している。したがって、室内機１の運転停止時においては、前面パネル７と前端３０Ｆ
及び近傍面３３、３３との間には、隙間がほとんど生じない。
【００５３】
　吹出パネル８は、図１３（ｃ）に示すように、平面視において、その中央部８Ｍが前方
に膨出するように湾曲している。詳しくは、吹出パネル８の前面８Ｆは、吹出パネル８の
前面８Ｆの中央部８Ｍから長手方向両端に向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜しているとと
もに、平面視において吹出パネル８の前面８Ｆに接する接線の向きが連続的に変化するよ
うに湾曲している。すなわち、吹出パネル８は、長手方向全域において湾曲している。
【００５４】
　この吹出パネル８は、図１３（ｄ）に示すように、吹出パネル８の前面８Ｆの上端８Ｆ
ａが最も前方に位置しており、吹出パネル８の前面８Ｆは、下端１ａに向かうにつれて背
面１ｂ側に傾斜している。また、吹出パネル８は上下方向において厚みが一定であるので
、吹出パネル８全体も下端１ａに向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜している。また、この
吹出パネル８は、前方側が凸となるように、断面視において吹出パネル８の前面８Ｆに接
する接線の向きが連続的に変化するように湾曲している。すなわち、吹出パネル８は、上
下方向全域において湾曲している。
【００５５】
　この吹出パネル８のうち前面グリル６の近傍面３３、３３に対向する部分、及び前面グ
リル６の吹出口周辺部３５に対向する部分は、長手方向及び上下方向において近傍面３３
、３３及び吹出口周辺部３５に沿って湾曲している。したがって、室内機１の運転停止時
においては、吹出パネル８と近傍面３３、３３及び吹出口周辺部３５との間には、隙間が
ほとんど生じない。
【００５６】
（延在部分）
　前面パネル７は、図１（ａ）及び図７（ａ）に示すように、前面グリル６の前面３１の
両端３１Ｌ、３１Ｒ（図４も併せて参照）より外側に向かって延在する延在部分７１、７
１を有している。また、吹出パネル８も、図１（ａ）及び図８に示すように、前面グリル
６の前面３１の両端３１Ｌ、３１Ｒより外側に向かって延在する延在部分８１、８１を有
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している。延在部分７１、７１は、図７（ａ）に示すように、前面グリル６の前面３１の
両端３１Ｌ、３１Ｒを通る前後方向に沿った線Ｌ１より長手方向外側に延在した部分を指
す。また、延在部分８１、８１は、図８に示すように、前面グリル６の前面３１の両端３
１Ｌ、３１Ｒを通る前後方向に沿った線Ｌ２より長手方向外側に延在した部分を指す。延
在部分７１、７１は、左右対称に構成されており、延在部分８１、８１も、左右対称に構
成されている。
【００５７】
　図７（ａ）及び図８に示すように、前面パネル７の延在部分７１、７１、及び吹出パネ
ル８の延在部分８１、８１は、前面グリル６の前面３１の両端３１Ｌ、３１Ｒからそれぞ
れ背面１ｂ側に向かって延在している。また、延在部分７１、７１の先端部７２、７２、
及び延在部分８１、８１の先端部８２、８２は、前方に屈曲している。なお、本発明にお
いて、「屈曲」とは「湾曲」を含む。
【００５８】
　ここで、図１４を参照して、「延在部分７１が前面グリル６の前面３１の両端３１Ｌ、
３１Ｒから背面１ｂ側に向かって延在している」の定義、及び「延在部分７１の先端部７
２が、前方に屈曲している」の定義について具体的に説明する。なお、「延在部分８１が
前面グリル６の前面３１の両端３１Ｌ、３１Ｒから背面１ｂ側に向かって延在している」
の定義、及び「延在部分８１の先端部８２が、前方に屈曲している」の定義は、上記と同
様であるためその説明を割愛する。
【００５９】
　「延在部分７１が前面グリル６の前面３１の両端３１Ｌ、３１Ｒから背面１ｂ側に向か
って延在している」とは、図１４に示すように、上述の線Ｌ１と前面パネル７の前面７Ｆ
との交点７Ｆｂを通る水平方向（左右方向）の線Ｌ３より、延在部分７１の全体が背面１
ｂ側にあることを意味する。また、「延在部分７１の先端部７２が、前方に屈曲している
」とは、平面視において、延在部分７１の先端部７２を除く部分の前面パネル７の中心線
を左右方向外側に延在させた仮想線Ｌ４より、先端部７２の中心線の少なくとも一部が前
方側にあることを意味する。
【００６０】
［駆動機構］
　駆動機構９は、前面パネル７を前面グリル６の前面３１から離れるように略水平方向前
方に移動させるとともに、前面パネル７が略水平方向前方に移動した状態において前面パ
ネル７と前面グリル６の間の隙間に吹出パネル８を移動させる機構であり、図４に示すよ
うに、駆動機４１と開閉機構６１とを備えている。
【００６１】
　駆動機４１は、図４に示すように、室内熱交換器２０及びファン２１の正面視における
左側方に配置されており、前面パネル７及び吹出パネル８を移動させるための駆動力を発
生させる。この駆動機４１は、駆動モータ４３（図６参照）と、図示しない複数の駆動機
ギアを有している。駆動モータ４３は、電装品箱４０に収容される制御部６０とケーブル
によって接続され、前面パネル７及び吹出パネル８を移動させる駆動源となる。複数の駆
動機ギアは、開閉機構６１の図示しない動力伝達ギアと噛み合うように配置されており、
駆動モータ４３の回転を開閉機構６１の動力伝達ギアに伝達して、開閉機構６１に駆動モ
ータ４３の駆動力を伝達する。
【００６２】
　開閉機構６１は、駆動機４１の駆動力によって前面パネル７及び吹出パネル８を移動さ
せて第２吸込口２６および吹出口２７を開閉するための機構である。開閉機構６１は、ギ
ア部を含む複数の部材によって構成されており、駆動機４１の駆動力を前面パネル７及び
吹出パネル８に伝達する減速機構として機能する。また、開閉機構６１は、駆動機４１か
ら伝わる回転運動を前面パネル７及び吹出パネル８の開閉動作に変換する変換機構として
機能する。図４に示すように、開閉機構６１は、前面グリル６の左側方に設けられた第１
開閉機構６２と、前面グリル６の右側方に設けられた第２開閉機構６３とを有する。第１
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開閉機構６２と第２開閉機構６３は、図示しない動力伝達軸によって接続されている。
【００６３】
　第１開閉機構６２は、前面パネル７及び吹出パネル８の左側面の裏面に取り付けられて
おり、前面パネル７及び吹出パネル８の左側端近傍を支持する。第１開閉機構６２は、前
面パネル７や吹出パネル８の開閉時に、駆動機４１の駆動力を前面パネル７の左側端近傍
や吹出パネル８の左側端近傍に伝え、前面パネル７や吹出パネル８の左側を移動させる。
【００６４】
　第２開閉機構６３は、前面パネル７及び吹出パネル８の右側面の裏面に取り付けられて
おり、前面パネル７及び吹出パネル８の右側端近傍を支持する。第２開閉機構６３は、前
面パネル７や吹出パネル８の開閉時に、駆動機４１の駆動力を前面パネル７の右側端近傍
と吹出パネル８の右側端近傍に伝え、前面パネル７や吹出パネル８の右側を移動させる。
【００６５】
　図示しない動力伝達軸は、駆動機４１の駆動力を第１開閉機構６２および第２開閉機構
６３へと分配して伝達する部材であり、前面グリル６の前面３１の裏面に、室内機１の長
手方向に平行な軸を中心に回転自在に取り付けられている。動力伝達軸の両端はそれぞれ
第１開閉機構６２および第２開閉機構６３に接続されており、その間に図示しない動力伝
達ギアが設けられている。動力伝達ギアは、駆動機４１の駆動機ギアと噛み合うように配
置されている。このように、開閉機構６１は、動力伝達軸によって、駆動機４１からの駆
動力を第１開閉機構６２および第２開閉機構６３へと分配するように構成されている。
【００６６】
　以下、第１開閉機構６２の構成について簡単に説明するが、第２開閉機構６３は第１開
閉機構６２と左右対称の同様の構造を有しているためその説明を省略する。第１開閉機構
６２は、図１５に示すように、前面パネル開閉ギア６４、吹出パネル開閉ギア６５、前面
パネル支持部材６６、吹出パネル支持部材６７、伝達ギア６８を有している。
【００６７】
　前面パネル開閉ギア６４は、動力伝達軸を介して伝達される駆動機４１からの駆動力を
前面パネル支持部材６６に伝達する。この前面パネル支持部材６６は、前後方向（略水平
方向）に移動可能に設けられており、前面パネル７を前後方向に直線的に移動させること
ができる。
【００６８】
　伝達ギア６８は、動力伝達軸を介して伝達される駆動機４１からの駆動力を吹出パネル
開閉ギア６５に伝達し、吹出パネル開閉ギア６５は、駆動力を吹出パネル支持部材６７に
伝達する。この吹出パネル支持部材６７は、上下方向に移動可能に設けられており、吹出
パネル８を上下方向に直線的に移動させることができる。伝達ギア６８には、部分的に歯
が形成されていない部分が設けられており、駆動機４１が駆動されて、前面パネル支持部
材６６の前方への移動が完了するまでは、伝達ギア６８の回転が吹出パネル開閉ギア６５
に伝達されないようになっている。前面パネル支持部材６６の前方への移動が完了した後
に、伝達ギア６８と吹出パネル開閉ギア６５が噛み合い、吹出パネル支持部材６７は上方
向への移動が可能となる。
【００６９】
［運転開始時の前面パネル及び吹出パネルの動作］
　次に、図１６を参照しつつ運転開始時の前面パネル７及び吹出パネル８の動作を説明す
る。
【００７０】
　図１６（ａ）に示すように、室内機１が運転を停止している場合、前面パネル７及び吹
出パネル８によって、第２吸込口２６と吹出口２７とが閉じられた状態となっている。室
内機１が運転を停止している場合、前面パネル７の前面７Ｆ及び吹出パネル８の前面８Ｆ
は、側面視において上下に略面一となっている。なお、この状態では、開閉機構６１の前
面パネル支持部材６６は、可動範囲の最も後方に位置している。また、吹出パネル支持部
材６７は、可動範囲の最も下方に位置している。
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【００７１】
　室内機１の運転が開始されると、駆動機４１の駆動モータ４３が制御されて回転を始め
る。そして、駆動機４１の駆動力が開閉機構６１の図示しない動力伝達軸に伝達され、駆
動力が開閉機構６１の第１開閉機構６２と第２開閉機構６３とに分配されて伝達される。
そして、第１開閉機構６２と第２開閉機構６３とによって、前面パネル７及び吹出パネル
８が移動して、第２吸込口２６及び吹出口２７が開かれる。
【００７２】
　具体的には、開閉機構６１では、駆動機４１の駆動力が複数の前面パネル開閉ギア６４
を介して前面パネル支持部材６６へと伝達される。その結果、前面パネル支持部材６６は
、略水平方向前方へと直線的に移動する。これにより、図１６（ｂ）に示すように、前面
パネル７は、前方に略水平移動して第２吸込口２６を開く。
【００７３】
　図１６（ｂ）に示すように、前面パネル支持部材６６が、可動範囲の最も前方に位置し
た状態になると、駆動機４１の駆動力が伝達ギア６８及び吹出パネル開閉ギア６５を介し
て吹出パネル支持部材６７へと伝達される。これにより、図１６（ｃ）に示すように、吹
出パネル８は、前面パネル７と前面グリル６との間の隙間に移動して、吹出口２７を開く
。なお、吹出パネル支持部材６７が、可動範囲の最も上方に位置した状態では、吹出パネ
ル８は、前面パネル７の後方に隠れる。すなわち、吹出パネル８の略全体が、前面パネル
７に重なった状態となり、図２（ａ）に示すように、正面視において吹出パネル８が見え
ない状態となる。
【００７４】
　そして、ファン２１の駆動によって、第１吸込口２３及び第２吸込口２６から室内空気
が室内機１の内部に吸い込まれて、室内熱交換器２０で熱交換され、熱交換された空気が
吹出口２７から吹き出される。
【００７５】
　また、室内機１の運転停止時には、駆動機４１の駆動モータ４３が逆方向に回転するよ
うに制御され、吹出パネル支持部材６７、前面パネル支持部材６６の順に、吹出パネル支
持部材６７と前面パネル支持部材６６とが上記と逆方向へと移動する。これにより、前面
パネル７及び吹出パネル８が上記と逆に移動し、前面パネル７及び吹出パネル８は室内機
１の停止時の状態に戻る。
【００７６】
＜本実施形態の室内機の特徴＞
　本実施形態の室内機１は、前面パネル７が略水平方向に移動するだけで前面パネル７の
傾斜が大きくなるように移動しないので、運転時に前面パネル７がケーシング５の前面か
ら離れるように移動した場合でも、前面パネル７の中央部に作用する下方向の力が運転停
止時より増加しないので、運転時に前面パネル７の中央部が撓むのを抑制できる。
【００７７】
　また、本実施形態の室内機１では、前面パネル７が前方に移動した状態において、吹出
パネル８が前面パネル７とケーシング５との間の隙間に移動するので、前面パネル７の下
端部とケーシング５との間の隙間を塞ぐことができる。したがって、吹出口２７から吹き
出された空気が前面パネル７とケーシング５との間の隙間から吸い込まれるのを抑制でき
る。
【００７８】
　また、本実施形態の室内機１では、前面パネル７が下端に近づくにつれて背面に近づく
ように傾斜するので、室内機１の下面部の奥行長さが室内機１の天面部３０の奥行長さよ
り短いので、ユーザが室内機１を下方から見たときに薄型のイメージを与えることができ
る。
【００７９】
　また、本実施形態の室内機１では、第１吸込口２３の吸込中央部２３Ｍの幅がその長手
方向両端の幅より広く構成されているので、クロスフローファン２１の中央部近傍におけ
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る風量を増加させることができる。
【００８０】
　以上、本発明の実施形態について図面に基づいて説明したが、具体的な構成は、これら
の実施形態に限定されるものでないと考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した
実施形態の説明ではなく特許請求の範囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の
意味及び範囲内でのすべての変更が含まれる。
【００８１】
　上述の実施形態では、吸込口２７の前方に配置される吹出パネル８を備え、吹出パネル
８が前面パネル７とケーシング５の間の隙間に移動する場合について説明したが、吹出パ
ネル８を備えないものでもよいし、吹出パネル８を備える場合でも、吹出パネル８が前面
パネル７とケーシング５の間の隙間に移動しないものでもよい。
【００８２】
　上述の実施形態では、前面パネル７の前面が下端に近づくにつれて背面に近づくように
傾斜する場合について説明したが、前面パネル７の前面が鉛直方向に沿っていてもよいし
（傾斜してない）、前面パネル７の前面が下端に近づくにつれて前方に傾斜していてもよ
い。
【００８３】
　上述の実施形態では、天面部３０の前端３０Ｆの中央部が前方に膨出するように湾曲し
ており、第１吸込口２３が、天面部３０の前端３０Ｆの中央部に対応した吸込中央部２３
Ｍの幅が長手方向両端の幅より広く構成される場合について説明したが、天面部３０の前
端３０Ｆの中央部が前方に膨出するように湾曲してなくてもよいし、第１吸込口２３が、
天面部３０の前端３０Ｆの中央部に対応した吸込中央部２３Ｍの幅が長手方向両端の幅よ
り広く構成されてないものでもよい。
【００８４】
　上述の実施形態では、前面パネル７が、長手方向全域において湾曲し且つ上下方向全域
において湾曲する３次元パネルであるが、平面視において前面パネル７の中央部７Ｍが前
方に膨出するように湾曲しているのであれば、長手方向の少なくとも一部において湾曲し
且つ上下方向の少なくとも一部において湾曲する３次元パネルであってもよい。また、平
面視において前面パネル７の中央部７Ｍが前方に膨出するように湾曲しているのであれば
、長手方向の少なくとも一部において湾曲し且つ上下方向において湾曲しない２次元パネ
ルであってもよい。
【００８５】
　上述の実施形態では、吹出パネル８が、長手方向全域において湾曲し且つ上下方向全域
において湾曲する３次元パネルであるが、平面視において吹出パネル８の中央部８Ｍが前
方に膨出するように湾曲しているのであれば、長手方向の少なくとも一部において湾曲し
且つ上下方向の少なくとも一部において湾曲する３次元パネルであってもよい。また、平
面視において吹出パネル８の中央部８Ｍが前方に膨出するように湾曲しているのであれば
、長手方向の少なくとも一部において湾曲し且つ上下方向において湾曲しない２次元パネ
ルであってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明を利用すれば、前面パネルがケーシングの前面から離れるように移動する場合に
前面パネルの中央部が撓むのを抑制できる。
【符号の説明】
【００８７】
　１　室内機
５　ケーシング
６　前面グリル
７　前面パネル
８　吹出パネル
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９　駆動機構
２１　クロスフローファン
２３　第１吸込口（吸込口）
２３Ｍ　第１吸込口の吸込中央部
２７　吹出口
３０　天面部
３０Ｆ　天面部の前端
 
 
 
 
 
 
 
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月23日(2015.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシングと、
　前記ケーシングの前方に配置される前面パネルと、
　前記前面パネルを前記ケーシングの前面から離れるように移動させる駆動機構とを備え
、
　前記前面パネルは、その中央部が前方に膨出するように湾曲しており、
　前記ケーシングは、前記前面パネルの下方に配置された吹出口を有し、
　前記前面パネルの下方において前記吸込口の前方に配置される吹出パネルを備え、
　前記駆動機構は、前記前面パネルを略水平方向に移動させると共に、前記前面パネルが
前方に移動した状態において前記前面パネルと前記ケーシングの間の隙間に前記吹出パネ
ルを移動させ、
　前記吹出パネルが前記前面パネルと前記ケーシングの間の隙間に移動したときに、前記
吹出パネルにより前記前面パネルの下端部と前記ケーシングの間の隙間が塞がれることを
特徴とする室内機。
【請求項２】
　前記前面パネルは、下端に近づくにつれて背面に近づくように傾斜することを特徴とす
る請求項１記載の室内機。
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【請求項３】
　前記ケーシングは、吸込口が配置された天面部を有するとともに、クロスフローファン
を収容しており、
　前記天面部は、その前端の中央部が前方に膨出するように湾曲しており、
　前記吸込口は、前記天面部の前端の中央部に対応した吸込中央部の幅が長手方向両端の
幅より広く構成されることを特徴とする請求項１または２に記載の室内機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば空気調和機の室内機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の室内機には、ケーシングと、ケーシングの前方においてケーシングに対して移動
可能に構成された前面パネルとを備えたものがある。この室内機は、ケーシングの天面部
に配置された吸込口と、ケーシングの内部に配置されたクロスフローファンとを有してい
る。
【０００３】
　また、この室内機では、運転停止時において前面パネルがほぼ鉛直方向に沿うように配
置されるとともに、運転時は前面パネルの上端が下端より前方に移動して大きく傾斜する
ように配置される。
【０００４】
　したがって、運転時には、天面部の吸込口および前面パネルとケーシングとの間の隙間
から吸い込まれた空気がクロスフローファンに供給され、その後、クロスフローファンか
らの空気が吹出口から吹き出される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１４９６２０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の室内機では、樹脂製の前面パネルが使用されるのが一般的である。
【０００７】
　前面パネルの外周部については、前面パネルの裏面に補強リブを設けて強度を増加させ
ることによって撓むのを抑制することができる。一方、前面パネルの中央部については、
前面パネルの裏面に補強リブを設けた場合には、樹脂成形時に前面パネルの表面における
裏面の補強リブに対応した部分が窪むことによって前面パネルの外観が悪くなるので、補
強リブを設けることによって撓むのを抑制することができない。
【０００８】
　このような前面パネルを、運転時に運転停止時より大きく傾斜した状態に配置した場合
には、前面パネルの中央部に作用する下方向の力が運転停止時より増加して、運転時にお
いて前面パネルの中央部が撓むという問題がある。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、前面パネルがケーシングの前面から離れるように移動する場
合に前面パネルの中央部が撓むのを抑制できる室内機を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１の発明にかかる室内機は、ケーシングと、前記ケーシングの前方に配置される前面
パネルと、前記前面パネルを前記ケーシングの前面から離れるように移動させる駆動機構
とを備え、前記前面パネルは、その中央部が前方に膨出するように湾曲しており、前記ケ
ーシングは、前記前面パネルの下方に配置された吹出口を有し、前記前面パネルの下方に
おいて前記吸込口の前方に配置される吹出パネルを備え、前記駆動機構は、前記前面パネ
ルを略水平方向に移動させると共に、前記前面パネルが前方に移動した状態において前記
前面パネルと前記ケーシングの間の隙間に前記吹出パネルを移動させ、前記吹出パネルが
前記前面パネルと前記ケーシングの間の隙間に移動したときに、前記吹出パネルにより前
記前面パネルの下端部と前記ケーシングの間の隙間が塞がれることを特徴とする。
【００１１】
　この室内機では、前面パネルが略水平方向に移動するだけで前面パネルの傾斜が大きく
なるように移動しないので、前面パネルがケーシングの前面から離れるように移動した場
合でも、前面パネルの中央部に作用する下方向の力が増加しないので、前面パネルの中央
部が撓むのを抑制できる。
【００１２】
【００１３】
　この室内機では、前面パネルが前方に移動した状態において、吹出パネルが前面パネル
とケーシングとの間の隙間に移動するので、前面パネルの下端部とケーシングとの間の隙
間を塞ぐことができる。したがって、吹出口から吹き出された空気が前面パネルとケーシ
ングとの間の隙間から吸い込まれるのを抑制できる。
【００１４】
　第２の発明にかかる室内機では、第１の発明にかかる室内機において、前記前面パネル
は、下端に近づくにつれて背面に近づくように傾斜することを特徴とする。
【００１５】
　この室内機では、前面パネルが下端に近づくにつれて背面に近づくように傾斜するので
、室内機の下面部の奥行長さが室内機の天面部の奥行長さより短いので、ユーザが室内機
を下方から見たときに薄型のイメージを与えることができる。
【００１６】
　第３の発明にかかる室内機では、第１または第２のいずれかの発明にかかる室内機にお
いて、前記ケーシングは、吸込口が配置された天面部を有するとともに、クロスフローフ
ァンを収容しており、前記天面部は、その前端の中央部が前方に膨出するように湾曲して
おり、前記吸込口は、前記天面部の前端の中央部に対応した吸込中央部の幅が長手方向両
端の幅より広く構成されることを特徴とする。
【００１７】
　この室内機では、吸込口の吸込中央部の幅がその長手方向両端の幅より広く構成されて
いるので、クロスフローファンの中央部近傍における風量を増加させることができる。
【発明の効果】
【００１８】
　以上の説明に述べたように、本発明によれば、以下の効果が得られる。
【００１９】
　第１の発明では、前面パネルが略水平方向に移動するだけで前面パネルの傾斜が大きく
なるように移動しないので、前面パネルがケーシングの前面から離れるように移動した場
合でも、前面パネルの中央部に作用する下方向の力が増加しないので、前面パネルの中央
部が撓むのを抑制できる。
【００２０】
　第１の発明では、前面パネルが前方に移動した状態において、吹出パネルが前面パネル
とケーシングとの間の隙間に移動するので、前面パネルの下端部とケーシングとの間の隙
間を塞ぐことができる。したがって、吹出口から吹き出された空気が前面パネルとケーシ
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ングとの間の隙間から吸い込まれるのを抑制できる。
【００２１】
　第２の発明では、前面パネルが下端に近づくにつれて背面に近づくように傾斜するので
、室内機の下面部の奥行長さが室内機の天面部の奥行長さより短いので、ユーザが室内機
を下方から見たときに薄型のイメージを与えることができる。
【００２２】
　第３の発明では、吸込口の吸込中央部の幅がその長手方向両端の幅より広く構成されて
いるので、クロスフローファンの中央部近傍における風量を増加させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】（ａ）は、本発明の実施形態にかかる室内機の停止時の斜視図であり、（ｂ）は
、室内機の運転時の斜視図であり、（ｃ）は、室内機から前面パネル及び吹出パネルを取
り外したときの斜視図である。
【図２】（ａ）は、室内機の停止時の正面図であり、（ｂ）は、室内機の運転時の正面図
である。
【図３】（ａ）は、室内機の停止時の右側面図であり、（ｂ）は、室内機の運転時の右側
面図である。
【図４】室内機から前面パネル及び吹出パネルを取り外したときの正面図である。
【図５】室内機の縦断面を示す概略図である。
【図６】室内機の制御部を示すブロック図である。
【図７】（ａ）は、室内機の停止時の上面図であり、（ｂ）は、室内機の運転時の上面図
である。
【図８】室内機の停止時の下面図である。
【図９】（ａ）は、天面部を示す概略図であり、（ｂ）は、風向変更板単体の正面図であ
る。
【図１０】天面部、クロスフローファン、風向変更板の位置関係を説明する説明図である
。
【図１１】室内機から前面パネル及び吹出パネルを取り外したときの右側面図である。
【図１２】（ａ）は、図４のＡ部拡大図であり、（ｂ）は、（ａ）からねじを取り外した
ときの図であり、（ｃ）は、図４に示すXII(c)-XII(c)線断面図である。
【図１３】（ａ）は、前面パネル及び吹出パネルの正面図、（ｂ）は、XIII(b)-XIII(b)
線断面図であり、（ｃ）は、XIII(c)-XIII(c)線断面図であり、（ｄ）は、XIII(d)-XIII(
d)線断面図である。
【図１４】図２に示すXIV-XIV線断面図である。
【図１５】図２に示すXV-XV線断面図であって、駆動機構の構成を示す図である。
【図１６】前面パネル及び吹出パネルの移動の様子を説明した図であり、（ａ）は、前面
パネルの移動前の様子を示し、（ｂ）は、前面パネルが移動した後の様子を示し、（ｃ）
は、前面パネル及び吹出パネルが移動した後の様子を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施形態に係る空気調和機の室内機について説明する。
【００２５】
［空気調和機の全体構成］
　本発明の実施形態にかかる空気調和機は、図１に示す室内機１と、図示しない室外機と
で構成されている。室内機１は、全体として一方向に細長い形状をしており、その長手方
向が水平となるように室内の壁面に据え付けられている。なお、以下の説明において、室
内機１が取り付けられる壁面から突出する方向を「前方」と称し、その反対の方向を「後
方」と称する。また、図１に示す左右方向を単に「左右方向」、図１に示す上下方向を単
に「上下方向」と称する。
【００２６】
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［室内機の構成］
　図５に示すように、室内機１は、主として、本体部４、前面パネル７、吹出パネル８、
風向変更板５０などを備えている。
【００２７】
［本体部］
　本体部４は、図４及び図５に示すように、底フレーム４２及び前面グリル６を含むケー
シング５と、ケーシング５の内部に収容された室内熱交換器２０、クロスフローファン２
１（以下、単にファン２１とも称する）、ファンモータ２２（図６参照）、電装品箱４０
を有する。
【００２８】
　室内熱交換器２０及びファン２１は、図５に示すように、底フレーム４２に取り付けら
れている。室内熱交換器２０及びファン２１は、断面視においてファン２１が室内機１の
略中央に配置され、逆Ｖ字型の形状を有する室内熱交換器２０がファン２１の上半分を囲
むように配置されている。
【００２９】
　電装品箱４０は、図４に示すように、室内熱交換器２０及びファン２１の正面視におけ
る右側方に配置されている。電装品箱４０は、内部に制御部６０（図６参照）を収容して
おり、室内機１の冷暖房運転等に必要な各構成部品の制御を行う。この制御部６０は、図
６に示すように、ファン２１を駆動するファンモータ２２、後述する駆動機構９の駆動機
４１を駆動する駆動モータ４３、風向変更板５０を駆動するフラップモータ５１、後述す
る補助風向変更板５２を駆動する補助フラップモータ５３を接続しており、ファン２１、
駆動機４１、風向変更板５０及び補助風向変更板５２の制御を行う。
【００３０】
　底フレーム４２は、樹脂材料で成形されており、ファン２１の下方、後方、側方を覆う
形状を有している。この底フレーム４２は、室内熱交換器２０及びファン２１を固定し且
つ室内機１の背面１ｂを構成する図示しない本体ケーシングと、本体ケーシングの左右両
端に取り付けられ、前面グリル６とともに室内機１の側面を構成する化粧板４７（図３参
照）とを有する。本体ケーシングの背面には、室内機１を室内の壁面に固定するための据
付板が取り付けられている。
【００３１】
　底フレーム４２は、その下部において、前面グリル６とともに吹出口２７を構成する。
この吹出口２７は、ファン２１からの風を室内へと吹き出す開口である。この吹出口２７
は、室内機１の下部近傍であって、室内機１の前面側に設けられている。この吹出口２７
は、図２（ｂ）に示すように、正面視において水平方向に長い形状を有する。
【００３２】
［前面グリル］
　前面グリル６は、前方から底フレーム４２に取り付けられ、本体部４の前方、側方、上
方、下方を覆う。前面グリル６は、樹脂材料で成形されており、背面全体が開口した薄型
の略直方体形状を有する。この前面グリル６は、図４に示すように、天面部３０と、前面
３１（ケーシングの前面）と、下面３２とを有する。
【００３３】
（天面部）
　天面部３０は、図９（ａ）に示すように、その前端３０Ｆの中央部３０Ｍが前方に膨出
するように湾曲している。詳しくは、天面部３０の前端３０Ｆは、前端３０Ｆの中央部３
０Ｍから両端３０ａ、３０ｂに向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜しているとともに、平面
視において天面部３０の前端３０Ｆに接する接線の向きが連続的に変化するように湾曲し
ている。また、天面部３０の側端３０Ｌ、３０Ｒは、それぞれ両端３０ａ、３０ｂから背
面１ｂに向かうにつれて室内機１の長手方向（左右方向）中心側に傾斜（湾曲）している
。
【００３４】
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　この天面部３０の略全面には、室内空気の第１吸込口２３（吸込口）が配置される。こ
の第１吸込口２３の略全面には、図７（ａ）に示すように、長手方向及び前後方向に延び
た複数の桟３０ｃが配置されている。この第１吸込口２３の下方（室内機１の内部側）に
は、長手方向中央部に形成された開口部２４と、開口部２４の長手方向外側に配置された
非開口部２５とを有する。開口部２４においては、桟３０ｃと桟３０ｃとの間が開口して
おり、非開口部２５においては、桟３０ｃと桟３０ｃとの間に桟３０ｃと桟３０ｃとの間
を閉塞する板材３０ｄが配置されている。この板材３０ｄは、天面部３０の外縁より下方
（すなわち、第１吸込口２３より室内機１の内部側）に配置される。したがって、第１吸
込口２３から吸い込まれる室内空気は、直接開口部２４からファン２１側に取り込まれる
場合と、第１吸込口２３から吸い込まれたあとで、いったん非開口部２５の板材３０ｄの
上を水平方向に流れたのち、開口部２４からファン２１側に取り込まれる場合とがある。
【００３５】
　図９（ａ）に示すように、第１吸込口２３は、長手方向について天面部３０の前端３０
Ｆの中央部３０Ｍに対応した吸込中央部２３Ｍの幅Ｗ１が、第１吸込口２３の長手方向両
端の幅、すなわち、本実施形態では、天面部３０の左端３０ａ付近の幅、及び天面部３０
の右端３０ｂ付近の幅よりも広く構成される。本実施形態では、天面部３０の左端３０ａ
付近の幅、及び天面部３０の右端３０ｂ付近の幅は、僅か（略ゼロ）である。この第１吸
込口２３の幅は、吸込中央部２３Ｍにおいて最大である。また、第１吸込口２３の幅は、
吸込中央部２３Ｍから長手方向両端３０ａ、３０ｂに近づくにつれて狭くなる。なお、図
９（ａ）では、発明の理解を容易とするため、長手方向及び前後方向に延びた複数の桟３
０ｃを省略して図示している。
【００３６】
　図９（ａ）に示すように、開口部２４は、その前端２４Ｆが、天面部３０の前端３０Ｆ
に沿っている。そして、開口部２４は、長手方向について天面部３０の前端３０Ｆの中央
部３０Ｍに対応した開口中央部２４Ｍの幅が、開口部２４の両端の幅（開口部の左端２４
Ｌの幅、開口部２４の右端２４Ｒの幅）より広く構成される。なお、図１０に示すように
、天面部３０の下方にある開口部２４の長手方向中央部は、長手方向について天面部３０
の前端３０Ｆの中央部３０Ｍに対応した吸込中央部２３Ｍに対して僅かに左にずれており
、ファン２１の長手方向中央部及び風向変更板５０の長手方向中央部と一致する。また、
開口部２４の両端２４Ｌ、２４Ｒは、ファン２１の両端及び風向変更板５０の両端５０Ｌ
、５０Ｒと略一致する。
【００３７】
（前面）
　前面３１（ケーシングの前面）は、図４に示すように、正面視において左右方向に長い
略長方形の形状を有する。この前面３１は、図１（ｃ）から容易に理解されるように、前
面グリル６の前面３１の長手方向両端近傍（ケーシングの前面の長手方向両端近傍）に配
置される近傍面３３、３３が、長手方向中央部に近づくにつれて奥行寸法が大きくなるよ
うに湾曲している。また、この近傍面３３、３３は、下方に向かうにつれて背面１ｂ側に
傾斜（湾曲）している。この前面３１は、上記の近傍面３３、３３の他、天面部３０の前
端３０Ｆ、室内空気を取り入れる開口３４、吹出口２７周囲に配置される吹出口周辺部３
５などを含む。
【００３８】
　開口３４は、図４に示すように、前面３１の上下方向中央付近から上部に渡って設けら
れ、室内熱交換器２０の前面側と対向する。この開口３４は、左右方向に長い矩形形状を
有し、図１１に示すように、鉛直方向に延びている。したがって、開口３４は、同一平面
上にある。この開口３４は、開口部２４の前端２４Ｆ側から取り入れられた室内空気や、
後述する第２吸込口２６から取り入れられた室内空気をファン２１側に取り込む。この開
口３４の前方には、開口３４の略全域を覆うフィルタ３６（図５参照）が取り付けられて
いる。このフィルタ３６は、図５に示すように、室内熱交換器２０の前方側から上方側ま
で延在しており、第１吸込口２３及び第２吸込口２６から取り入れられた室内空気中の塵
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埃を捕集する。
【００３９】
　吹出口周辺部３５は、図１（ｃ）に示すように、その長手方向中央部が前方に膨出する
ように湾曲している。詳しくは、吹出口周辺部３５の両端から長手方向中央部に近づくに
つれて奥行寸法が大きくなるように湾曲している。
【００４０】
　図１（ａ）などから理解されるように、室内機１の運転停止時には、前面パネル７は、
天面部３０の前端３０Ｆや近傍面３３、３３の一部（上側）と当接又は近接している。し
たがって、前面３１の上側は、前面パネル７によって閉じられた状態となる。また、吹出
パネル８は、吹出口周辺部３５や近傍面３３、３３の一部（下側）と当接又は近接してい
る。したがって、前面３１の下側は、吹出パネル８によって閉じられた状態となる。一方
、室内機１の運転時には、図１（ｂ）に示すように、前面パネル７が略水平方向前方に移
動することで、前面パネル７と天面部３０の前端３０Ｆや近傍面３３、３３との間に隙間
が生じ、室内空気を吸い込む第２吸込口２６が形成される。また、吹出パネル８が前面パ
ネル７と前面グリル６との間に移動することで、吹出口２７が開かれる。
【００４１】
　図４に示すように、前面３１の長手方向両端近傍に配置される近傍面３３、３３の上端
側には、近傍面３３、３３（前面グリル６の前面３１）より背面側に窪んだ２つの凹部９
１、９１が形成されている。この２つの凹部９１、９１は左右対称である。図１２に示す
ように、この凹部９１には、前面グリル６を底フレーム４２に固定するためのねじＳが螺
合されるねじ固定部９２（ねじ孔）が形成されている。また、凹部９１には、ねじ固定部
９２の左右方向外側において近傍面３３、３３（前面グリルの前面）より前方に突出する
突出部９３が配置されている。したがって、この室内機１では、室内機１の側方や斜め前
方からねじＳが見えにくいようにされている。
【００４２】
　前面３１の下方及び下面３２の前方には、底フレーム４２とともに吹出口２７を形成す
るための開口が形成されている。この吹出口２７の前面は、室内機１の運転停止時におい
て吹出パネル８によって閉じられる。また、吹出口２７の下面は、図８に示すように、室
内機１の運転停止時において、底フレーム４２に取り付けられた風向変更板５０によって
閉じられる。
【００４３】
　図２（ｂ）に示すように、吹出口２７には、風向変更板５０と、風向変更板５０の上方
に配置された補助風向変更板５２とが配置される。風向変更板５０および補助風向変更板
５２は、左右方向に長い形状を有する板状の形状を有しており、風向変更板５０および補
助風向変更板５２は、それぞれ異なる水平方向に沿った回転軸の周りを回動可能に構成さ
れる。したがって、風向変更板５０は、補助風向変更板５２とともに、上下方向において
吹出口２７から吹き出される空気の風向を変更する。風向変更板５０には、フラップモー
タ５１が接続されており、補助風向変更板５２には、補助フラップモータ５３が接続され
ている。風向変更板５０および補助風向変更板５２は、フラップモータ５１及び補助フラ
ップモータ５３の駆動により、それぞれ異なる水平方向に沿った回転軸の周りを回動可能
である。
【００４４】
　風向変更板５０は、図９（ｂ）及び図１０に示すように、その前端５０Ｆの中央付近が
前方に膨出するように湾曲している。詳しくは、風向変更板５０の前端５０Ｆは、天面部
３０の前端３０Ｆの中央部３０Ｍに対応した吹出中央部５０Ｍ（図１（ｃ）、図２（ｂ）
も併せて参照）から両端５０ａ、５０ｂに向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜しているとと
もに、平面視において風向変更板５０の前端５０Ｆに接する接線の向きが連続的に変化す
るように湾曲している。また、風向変更板５０の側端５０Ｌ、５０Ｒは、それぞれ前後方
向に沿って延在している。この風向変更板５０は、天面部３０の前端３０Ｆの中央部３０
Ｍに対応した吹出中央部５０Ｍの幅Ｗ２が、長手方向両端の幅（左端５０Ｌの幅、右端５
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０Ｒの幅）より広く構成される。この風向変更板５０の幅は、吹出中央部５０Ｍにおいて
最大である。また、風向変更板５０の幅は、吹出中央部５０Ｍから長手方向両端５０ａ、
５０ｂに近づくにつれて狭くなる。この風向変更板５０は、図８に示すように、室内機１
の運転停止時において、吹出パネル８及び前面グリル６の下面３２により画定される開口
に沿った形状をしている。そして、風向変更板５０は、運転停止指示があった時に、水平
面に平行になるように移動することにより、前面グリル６の下面３２とともに水平面に平
行な室内機１の底面を構成する。なお、図１０に示すように、風向変更板５０の長手方向
中央部は、長手方向について天面部３０の前端３０Ｆの中央部３０Ｍに対応した吹出中央
部５０Ｍに対して僅かに左にずれており、ファン２１の長手方向中央部及び開口部２４の
長手方向中央部と一致する。風向変更板５０の長手方向中央部の幅Ｗ３は、長手方向両端
の幅（左端５０Ｌの幅、右端５０Ｒの幅）より広く構成される。
【００４５】
　一方、補助風向変更板５２は、図２（ｂ）に示すように、その幅が長手方向に一定であ
る。このように、補助風向変更板５２の幅が長手方向に一定であるので、風向変更板５０
および補助風向変更板５２がそれぞれ異なる水平方向に沿った回転軸の周りを回動する際
に、風向変更板５０および補助風向変更板５２が互いに干渉することがないようにされて
いる。
【００４６】
［前面パネル及び吹出パネル］
　前面パネル７及び吹出パネル８は、図１（ａ）に示すように、室内機１の運転停止時に
おいて、前面グリル６の前面３１の略全体を覆う。
【００４７】
　前面パネル７は、樹脂材料で成形されており、前面グリル６の前面３１の上方を覆うよ
うに設けられる。前面パネル７は、後述する開閉機構６１によって前後方向に移動可能に
左右両端近傍を支持されている。この前面パネル７は、前面グリル６の前面３１から離れ
るように移動することによって第２吸込口２６を開き、前面グリル６の前面３１に近接す
るように移動することによって第２吸込口２６を閉じる。
【００４８】
　吹出パネル８は、樹脂材料で成形されており、前面グリル６の前面３１の下方を覆うよ
うに設けられる。吹出パネル８は、後述する開閉機構６１によって上下方向に移動可能に
左右両端近傍を支持されている。この吹出パネル８は、前面パネル７が前方へ移動した状
態において、前面パネル７と前面グリル６の間の隙間に移動（上方に移動）することによ
って吹出口２７を開き、下方に移動することによって吹出口２７を閉じる。
【００４９】
（パネル形状）
　前面パネル７及び吹出パネル８は、３次元形状を有する３次元パネルである。すなわち
、長手方向（左右方向）において湾曲し且つ上下方向において湾曲している。この前面パ
ネル７の厚み及び吹出パネル８の厚みは、長手方向及び上下方向において略一定であり、
前面パネル７の厚みと吹出パネル８の厚みは略同じである。なお、前面パネル７及び吹出
パネル８には、その裏面の外周略全周に、裏面から後方に突出した補強リブ７ａ、８ａ（
図１３（ｄ）参照）が設けられている。
【００５０】
　前面パネル７は、図１３（ｂ）に示すように、平面視において、その中央部７Ｍが前方
に膨出するように湾曲している。詳しくは、前面パネル７の前面７Ｆ（前面部）は、前面
パネル７の前面７Ｆの中央部７Ｍから長手方向両端に向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜し
ているとともに、平面視において前面パネル７の前面７Ｆに接する接線の向きが連続的に
変化するように湾曲している。すなわち、前面パネル７は、長手方向全域において湾曲し
ている。
【００５１】
　この前面パネル７は、図１３（ｄ）に示すように、前面パネル７の前面７Ｆの上端７Ｆ
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ａが最も前方に位置しており、前面パネル７の前面７Ｆ（前面部）は、下端１ａに向かう
につれて背面１ｂ側に傾斜している。また、前面パネル７は上下方向において厚みが一定
であるので、前面パネル７全体も下端１ａに向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜している。
また、この前面パネル７は、前方側が凸となるように、断面視において前面パネル７の前
面７Ｆに接する接線の向きが連続的に変化するように湾曲している。すなわち、前面パネ
ル７は、上下方向全域において湾曲している。
【００５２】
　この前面パネル７のうち前面グリル６の天面部３０の前端３０Ｆに対向する部分は、前
端３０Ｆに沿って湾曲している。また、この前面パネル７のうち前面グリル６の近傍面３
３、３３に対向する部分は、長手方向及び上下方向において近傍面３３、３３に沿って湾
曲している。したがって、室内機１の運転停止時においては、前面パネル７と前端３０Ｆ
及び近傍面３３、３３との間には、隙間がほとんど生じない。
【００５３】
　吹出パネル８は、図１３（ｃ）に示すように、平面視において、その中央部８Ｍが前方
に膨出するように湾曲している。詳しくは、吹出パネル８の前面８Ｆは、吹出パネル８の
前面８Ｆの中央部８Ｍから長手方向両端に向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜しているとと
もに、平面視において吹出パネル８の前面８Ｆに接する接線の向きが連続的に変化するよ
うに湾曲している。すなわち、吹出パネル８は、長手方向全域において湾曲している。
【００５４】
　この吹出パネル８は、図１３（ｄ）に示すように、吹出パネル８の前面８Ｆの上端８Ｆ
ａが最も前方に位置しており、吹出パネル８の前面８Ｆは、下端１ａに向かうにつれて背
面１ｂ側に傾斜している。また、吹出パネル８は上下方向において厚みが一定であるので
、吹出パネル８全体も下端１ａに向かうにつれて背面１ｂ側に傾斜している。また、この
吹出パネル８は、前方側が凸となるように、断面視において吹出パネル８の前面８Ｆに接
する接線の向きが連続的に変化するように湾曲している。すなわち、吹出パネル８は、上
下方向全域において湾曲している。
【００５５】
　この吹出パネル８のうち前面グリル６の近傍面３３、３３に対向する部分、及び前面グ
リル６の吹出口周辺部３５に対向する部分は、長手方向及び上下方向において近傍面３３
、３３及び吹出口周辺部３５に沿って湾曲している。したがって、室内機１の運転停止時
においては、吹出パネル８と近傍面３３、３３及び吹出口周辺部３５との間には、隙間が
ほとんど生じない。
【００５６】
（延在部分）
　前面パネル７は、図１（ａ）及び図７（ａ）に示すように、前面グリル６の前面３１の
両端３１Ｌ、３１Ｒ（図４も併せて参照）より外側に向かって延在する延在部分７１、７
１を有している。また、吹出パネル８も、図１（ａ）及び図８に示すように、前面グリル
６の前面３１の両端３１Ｌ、３１Ｒより外側に向かって延在する延在部分８１、８１を有
している。延在部分７１、７１は、図７（ａ）に示すように、前面グリル６の前面３１の
両端３１Ｌ、３１Ｒを通る前後方向に沿った線Ｌ１より長手方向外側に延在した部分を指
す。また、延在部分８１、８１は、図８に示すように、前面グリル６の前面３１の両端３
１Ｌ、３１Ｒを通る前後方向に沿った線Ｌ２より長手方向外側に延在した部分を指す。延
在部分７１、７１は、左右対称に構成されており、延在部分８１、８１も、左右対称に構
成されている。
【００５７】
　図７（ａ）及び図８に示すように、前面パネル７の延在部分７１、７１、及び吹出パネ
ル８の延在部分８１、８１は、前面グリル６の前面３１の両端３１Ｌ、３１Ｒからそれぞ
れ背面１ｂ側に向かって延在している。また、延在部分７１、７１の先端部７２、７２、
及び延在部分８１、８１の先端部８２、８２は、前方に屈曲している。なお、本発明にお
いて、「屈曲」とは「湾曲」を含む。
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【００５８】
　ここで、図１４を参照して、「延在部分７１が前面グリル６の前面３１の両端３１Ｌ、
３１Ｒから背面１ｂ側に向かって延在している」の定義、及び「延在部分７１の先端部７
２が、前方に屈曲している」の定義について具体的に説明する。なお、「延在部分８１が
前面グリル６の前面３１の両端３１Ｌ、３１Ｒから背面１ｂ側に向かって延在している」
の定義、及び「延在部分８１の先端部８２が、前方に屈曲している」の定義は、上記と同
様であるためその説明を割愛する。
【００５９】
　「延在部分７１が前面グリル６の前面３１の両端３１Ｌ、３１Ｒから背面１ｂ側に向か
って延在している」とは、図１４に示すように、上述の線Ｌ１と前面パネル７の前面７Ｆ
との交点７Ｆｂを通る水平方向（左右方向）の線Ｌ３より、延在部分７１の全体が背面１
ｂ側にあることを意味する。また、「延在部分７１の先端部７２が、前方に屈曲している
」とは、平面視において、延在部分７１の先端部７２を除く部分の前面パネル７の中心線
を左右方向外側に延在させた仮想線Ｌ４より、先端部７２の中心線の少なくとも一部が前
方側にあることを意味する。
【００６０】
［駆動機構］
　駆動機構９は、前面パネル７を前面グリル６の前面３１から離れるように略水平方向前
方に移動させるとともに、前面パネル７が略水平方向前方に移動した状態において前面パ
ネル７と前面グリル６の間の隙間に吹出パネル８を移動させる機構であり、図４に示すよ
うに、駆動機４１と開閉機構６１とを備えている。
【００６１】
　駆動機４１は、図４に示すように、室内熱交換器２０及びファン２１の正面視における
左側方に配置されており、前面パネル７及び吹出パネル８を移動させるための駆動力を発
生させる。この駆動機４１は、駆動モータ４３（図６参照）と、図示しない複数の駆動機
ギアを有している。駆動モータ４３は、電装品箱４０に収容される制御部６０とケーブル
によって接続され、前面パネル７及び吹出パネル８を移動させる駆動源となる。複数の駆
動機ギアは、開閉機構６１の図示しない動力伝達ギアと噛み合うように配置されており、
駆動モータ４３の回転を開閉機構６１の動力伝達ギアに伝達して、開閉機構６１に駆動モ
ータ４３の駆動力を伝達する。
【００６２】
　開閉機構６１は、駆動機４１の駆動力によって前面パネル７及び吹出パネル８を移動さ
せて第２吸込口２６および吹出口２７を開閉するための機構である。開閉機構６１は、ギ
ア部を含む複数の部材によって構成されており、駆動機４１の駆動力を前面パネル７及び
吹出パネル８に伝達する減速機構として機能する。また、開閉機構６１は、駆動機４１か
ら伝わる回転運動を前面パネル７及び吹出パネル８の開閉動作に変換する変換機構として
機能する。図４に示すように、開閉機構６１は、前面グリル６の左側方に設けられた第１
開閉機構６２と、前面グリル６の右側方に設けられた第２開閉機構６３とを有する。第１
開閉機構６２と第２開閉機構６３は、図示しない動力伝達軸によって接続されている。
【００６３】
　第１開閉機構６２は、前面パネル７及び吹出パネル８の左側面の裏面に取り付けられて
おり、前面パネル７及び吹出パネル８の左側端近傍を支持する。第１開閉機構６２は、前
面パネル７や吹出パネル８の開閉時に、駆動機４１の駆動力を前面パネル７の左側端近傍
や吹出パネル８の左側端近傍に伝え、前面パネル７や吹出パネル８の左側を移動させる。
【００６４】
　第２開閉機構６３は、前面パネル７及び吹出パネル８の右側面の裏面に取り付けられて
おり、前面パネル７及び吹出パネル８の右側端近傍を支持する。第２開閉機構６３は、前
面パネル７や吹出パネル８の開閉時に、駆動機４１の駆動力を前面パネル７の右側端近傍
と吹出パネル８の右側端近傍に伝え、前面パネル７や吹出パネル８の右側を移動させる。
【００６５】
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　図示しない動力伝達軸は、駆動機４１の駆動力を第１開閉機構６２および第２開閉機構
６３へと分配して伝達する部材であり、前面グリル６の前面３１の裏面に、室内機１の長
手方向に平行な軸を中心に回転自在に取り付けられている。動力伝達軸の両端はそれぞれ
第１開閉機構６２および第２開閉機構６３に接続されており、その間に図示しない動力伝
達ギアが設けられている。動力伝達ギアは、駆動機４１の駆動機ギアと噛み合うように配
置されている。このように、開閉機構６１は、動力伝達軸によって、駆動機４１からの駆
動力を第１開閉機構６２および第２開閉機構６３へと分配するように構成されている。
【００６６】
　以下、第１開閉機構６２の構成について簡単に説明するが、第２開閉機構６３は第１開
閉機構６２と左右対称の同様の構造を有しているためその説明を省略する。第１開閉機構
６２は、図１５に示すように、前面パネル開閉ギア６４、吹出パネル開閉ギア６５、前面
パネル支持部材６６、吹出パネル支持部材６７、伝達ギア６８を有している。
【００６７】
　前面パネル開閉ギア６４は、動力伝達軸を介して伝達される駆動機４１からの駆動力を
前面パネル支持部材６６に伝達する。この前面パネル支持部材６６は、前後方向（略水平
方向）に移動可能に設けられており、前面パネル７を前後方向に直線的に移動させること
ができる。
【００６８】
　伝達ギア６８は、動力伝達軸を介して伝達される駆動機４１からの駆動力を吹出パネル
開閉ギア６５に伝達し、吹出パネル開閉ギア６５は、駆動力を吹出パネル支持部材６７に
伝達する。この吹出パネル支持部材６７は、上下方向に移動可能に設けられており、吹出
パネル８を上下方向に直線的に移動させることができる。伝達ギア６８には、部分的に歯
が形成されていない部分が設けられており、駆動機４１が駆動されて、前面パネル支持部
材６６の前方への移動が完了するまでは、伝達ギア６８の回転が吹出パネル開閉ギア６５
に伝達されないようになっている。前面パネル支持部材６６の前方への移動が完了した後
に、伝達ギア６８と吹出パネル開閉ギア６５が噛み合い、吹出パネル支持部材６７は上方
向への移動が可能となる。
【００６９】
［運転開始時の前面パネル及び吹出パネルの動作］
　次に、図１６を参照しつつ運転開始時の前面パネル７及び吹出パネル８の動作を説明す
る。
【００７０】
　図１６（ａ）に示すように、室内機１が運転を停止している場合、前面パネル７及び吹
出パネル８によって、第２吸込口２６と吹出口２７とが閉じられた状態となっている。室
内機１が運転を停止している場合、前面パネル７の前面７Ｆ及び吹出パネル８の前面８Ｆ
は、側面視において上下に略面一となっている。なお、この状態では、開閉機構６１の前
面パネル支持部材６６は、可動範囲の最も後方に位置している。また、吹出パネル支持部
材６７は、可動範囲の最も下方に位置している。
【００７１】
　室内機１の運転が開始されると、駆動機４１の駆動モータ４３が制御されて回転を始め
る。そして、駆動機４１の駆動力が開閉機構６１の図示しない動力伝達軸に伝達され、駆
動力が開閉機構６１の第１開閉機構６２と第２開閉機構６３とに分配されて伝達される。
そして、第１開閉機構６２と第２開閉機構６３とによって、前面パネル７及び吹出パネル
８が移動して、第２吸込口２６及び吹出口２７が開かれる。
【００７２】
　具体的には、開閉機構６１では、駆動機４１の駆動力が複数の前面パネル開閉ギア６４
を介して前面パネル支持部材６６へと伝達される。その結果、前面パネル支持部材６６は
、略水平方向前方へと直線的に移動する。これにより、図１６（ｂ）に示すように、前面
パネル７は、前方に略水平移動して第２吸込口２６を開く。
【００７３】
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　図１６（ｂ）に示すように、前面パネル支持部材６６が、可動範囲の最も前方に位置し
た状態になると、駆動機４１の駆動力が伝達ギア６８及び吹出パネル開閉ギア６５を介し
て吹出パネル支持部材６７へと伝達される。これにより、図１６（ｃ）に示すように、吹
出パネル８は、前面パネル７と前面グリル６との間の隙間に移動して、吹出口２７を開く
。なお、吹出パネル支持部材６７が、可動範囲の最も上方に位置した状態では、吹出パネ
ル８は、前面パネル７の後方に隠れる。すなわち、吹出パネル８の略全体が、前面パネル
７に重なった状態となり、図２（ａ）に示すように、正面視において吹出パネル８が見え
ない状態となる。
【００７４】
　そして、ファン２１の駆動によって、第１吸込口２３及び第２吸込口２６から室内空気
が室内機１の内部に吸い込まれて、室内熱交換器２０で熱交換され、熱交換された空気が
吹出口２７から吹き出される。
【００７５】
　また、室内機１の運転停止時には、駆動機４１の駆動モータ４３が逆方向に回転するよ
うに制御され、吹出パネル支持部材６７、前面パネル支持部材６６の順に、吹出パネル支
持部材６７と前面パネル支持部材６６とが上記と逆方向へと移動する。これにより、前面
パネル７及び吹出パネル８が上記と逆に移動し、前面パネル７及び吹出パネル８は室内機
１の停止時の状態に戻る。
【００７６】
＜本実施形態の室内機の特徴＞
　本実施形態の室内機１は、前面パネル７が略水平方向に移動するだけで前面パネル７の
傾斜が大きくなるように移動しないので、運転時に前面パネル７がケーシング５の前面か
ら離れるように移動した場合でも、前面パネル７の中央部に作用する下方向の力が運転停
止時より増加しないので、運転時に前面パネル７の中央部が撓むのを抑制できる。
【００７７】
　また、本実施形態の室内機１では、前面パネル７が前方に移動した状態において、吹出
パネル８が前面パネル７とケーシング５との間の隙間に移動するので、前面パネル７の下
端部とケーシング５との間の隙間を塞ぐことができる。したがって、吹出口２７から吹き
出された空気が前面パネル７とケーシング５との間の隙間から吸い込まれるのを抑制でき
る。
【００７８】
　また、本実施形態の室内機１では、前面パネル７が下端に近づくにつれて背面に近づく
ように傾斜するので、室内機１の下面部の奥行長さが室内機１の天面部３０の奥行長さよ
り短いので、ユーザが室内機１を下方から見たときに薄型のイメージを与えることができ
る。
【００７９】
　また、本実施形態の室内機１では、第１吸込口２３の吸込中央部２３Ｍの幅がその長手
方向両端の幅より広く構成されているので、クロスフローファン２１の中央部近傍におけ
る風量を増加させることができる。
【００８０】
　以上、本発明の実施形態について図面に基づいて説明したが、具体的な構成は、これら
の実施形態に限定されるものでないと考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した
実施形態の説明ではなく特許請求の範囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の
意味及び範囲内でのすべての変更が含まれる。
【００８１】
　上述の実施形態では、吸込口２７の前方に配置される吹出パネル８を備え、吹出パネル
８が前面パネル７とケーシング５の間の隙間に移動する場合について説明したが、吹出パ
ネル８を備えないものでもよいし、吹出パネル８を備える場合でも、吹出パネル８が前面
パネル７とケーシング５の間の隙間に移動しないものでもよい。
【００８２】
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　上述の実施形態では、前面パネル７の前面が下端に近づくにつれて背面に近づくように
傾斜する場合について説明したが、前面パネル７の前面が鉛直方向に沿っていてもよいし
（傾斜してない）、前面パネル７の前面が下端に近づくにつれて前方に傾斜していてもよ
い。
【００８３】
　上述の実施形態では、天面部３０の前端３０Ｆの中央部が前方に膨出するように湾曲し
ており、第１吸込口２３が、天面部３０の前端３０Ｆの中央部に対応した吸込中央部２３
Ｍの幅が長手方向両端の幅より広く構成される場合について説明したが、天面部３０の前
端３０Ｆの中央部が前方に膨出するように湾曲してなくてもよいし、第１吸込口２３が、
天面部３０の前端３０Ｆの中央部に対応した吸込中央部２３Ｍの幅が長手方向両端の幅よ
り広く構成されてないものでもよい。
【００８４】
　上述の実施形態では、前面パネル７が、長手方向全域において湾曲し且つ上下方向全域
において湾曲する３次元パネルであるが、平面視において前面パネル７の中央部７Ｍが前
方に膨出するように湾曲しているのであれば、長手方向の少なくとも一部において湾曲し
且つ上下方向の少なくとも一部において湾曲する３次元パネルであってもよい。また、平
面視において前面パネル７の中央部７Ｍが前方に膨出するように湾曲しているのであれば
、長手方向の少なくとも一部において湾曲し且つ上下方向において湾曲しない２次元パネ
ルであってもよい。
【００８５】
　上述の実施形態では、吹出パネル８が、長手方向全域において湾曲し且つ上下方向全域
において湾曲する３次元パネルであるが、平面視において吹出パネル８の中央部８Ｍが前
方に膨出するように湾曲しているのであれば、長手方向の少なくとも一部において湾曲し
且つ上下方向の少なくとも一部において湾曲する３次元パネルであってもよい。また、平
面視において吹出パネル８の中央部８Ｍが前方に膨出するように湾曲しているのであれば
、長手方向の少なくとも一部において湾曲し且つ上下方向において湾曲しない２次元パネ
ルであってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明を利用すれば、前面パネルがケーシングの前面から離れるように移動する場合に
前面パネルの中央部が撓むのを抑制できる。
【符号の説明】
【００８７】
　１　室内機
５　ケーシング
６　前面グリル
７　前面パネル
８　吹出パネル
９　駆動機構
２１　クロスフローファン
２３　第１吸込口（吸込口）
２３Ｍ　第１吸込口の吸込中央部
２７　吹出口
３０　天面部
３０Ｆ　天面部の前端
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